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3 1月の運勢 牡羊座（3/21～4/19） 思い通りにいかないことが増え、イライラしがち。一人の時間を増やし、心を静めて。気分転換には温泉が○。

昨
年
来
の
不
況
の
風
が
吹
き
荒
れ
る
幕
開
け
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
の

持
て
る
一
年
で
あ
る
こ
と
を
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
米
国
の
サ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端

を
発
し
た
経
済
の
混
乱
は
瞬
く
間
に
各
国
に
波
及
し
、

百
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
世
界
金
融
危
機
を
招
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
我
国
に
お
い
て
も
世
界
の
ト
ヨ

タ
を
は
じ
め
名
だ
た
る
企
業
が
、
先
行
き
の
不
透
明

感
を
背
景
に
工
場
の
閉
鎖
に
よ
る
大
幅
な
人
員
削
減

を
行
い
、
深
刻
な
影
響
は
実
体
経
済
は
も
と
よ
り
家

庭
の
台
所
ま
で
及
ん
で
お
り
ま
す
。
年
末
に
発
表
さ

れ
た
日
銀
の
「
短
観
」
で
も
昭
和
五
十
年
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
悪
化
で
、
そ
の
回
復
に
は
二
年
を

要
す
る
と
の
見
方
も
あ
り
、
国
を
挙
げ
て
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

思
う
に
こ
こ
数
年
来
、
日
本
社
会
の
歯
車
が
ど
こ

か
で
狂
い
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。
医
師
不
足
に
よ
る

患
者
の
た
ら
い
回
し
や
、
年
金
記
録
の
改
ざ
ん
。
連

日
報
道
さ
れ
る
殺
傷
事
件
な
ど
命
を
軽
ん
ず
る
風
潮

が
み
ら
れ
、
そ
の
裏
に
は
雇
用
の
不
安
や
貧
富
や
地

域
間
の
格
差
な
ど
、
国
の
政
策
に
起
因
す
る
も
の
が

あ
り
、
政
治
の
あ
る
べ
き
姿
が
今
問
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
家
の
基
本
は
国
民
の
命
と
暮
ら
し
の
安
全
が

す
べ
て
で
あ
り
、
車
を
売
っ
て
食
糧
を
買
う
経
済
優

先
の
国
家
戦
略
は
、
今
こ
そ
見
直
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。こ

の
事
は
、
三
笠
フ
ー
ズ
の
汚
染
米
や
多
発
す
る

食
の
産
地
偽
装
問
題
に
も
連
な
る
こ
と
で
、
国
民
食

糧
の
大
方
は
自
国
で
賄
う
本
来
の
姿
を
貫
く
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

暗
い
話
題
が
多
か
っ
た
中
で
、
私
達
農
家
に
と
っ

て
出
来
秋
の
豊
作
は
心
の
安
ら
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

春
以
来
の
努
力
と
天
候
の
恵
み
も
あ
っ
て
、
米
の
集

荷
は
契
約
数
量
を
上
回
り
、
一
等
米
比
率
も
全
県
水

準
に
達
し
な
か
っ
た
も
の
の
９
２・
４
％
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
転
作
大
豆
を
は
じ
め
複
合
作

物
も
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
も
の
の
、
価
格
の
低
迷

と
生
産
資
材
の
大
幅
な
値
上
り
に
よ
り
、
す
べ
て
が

飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
立
上
げ

た
集
落
営
農
や
担
い
手
農
家
ほ
ど
痛
手
は
大
き
く
、

自
給
率
向
上
の
観
点
か
ら
も
将
来
に
展
望
の
持
て
る

農
業
政
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
合
併
後
は
時
代
の
急
激
な
変

化
に
翻
弄
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
本
来
の
農
業
振
興
や
組
合
員

の
要
望
に
、
必
ず
し
も
十
分
応
え
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
地
球
規
模
で
の
環
境
や
食
糧
危
機

の
懸
念
が
深
ま
る
な
ど
、
農
業
の
先
行
き
に
明
る
い

兆
し
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
心
の
拠
り
所
と
し
て
、
皆

様
と
共
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

代表理事組合長 中　川　薫　清



41月の運勢 牡牛座（4/20～5/20） 思い立ったら、即行動した方がチャンスをつかめるとき。未体験の事柄にも意欲的に。外食もおすすめ。

お正月料理に使う野菜の�
豆知識を紹介します�

正式には黒大豆。「畑の肉」と
いわれるほどの良質なたんぱく
質の源です。黒豆には、イソフ
ラボンやアントシアニンなど病
気を予防するさまざまな栄養素
が豊富に含まれており、まさに
まめ（健康）に暮らすための必
須食材です。

豆を黒く日焼けした農夫に見立て、

田夫（でんぶ）ともいう。

黒　豆

レンコンの主な成分は、炭水
化物と食物繊維。炭水化物は、
私たちが体を動かすための大切
なエネルギーとなります。また
食物繊維は、おなかの中を掃除
して、老廃物を体の外に出して
くれます。コレステロールの低
下も望めます。
おせち料理に酢ばすが入って
いるのは、穴が通っているので、
「先が見通せる」という言い習
わしもあります。おめでたい野
菜なのですね。そして飲み食い
の過ぎるお正月の胃を整えてく
れる、大事な野菜でもあります。

穴あきは「見通しがきく」とお正

月に欠かせない野菜。

レンコン

1. Aと水5カップを合わせてひと煮た

ちさせたら火を止め、黒豆と鉄片

を加えて一晩おく。

（今日はここから）

2. 1を火にかけ、煮たったらあくを取

り、ふたをして弱火で水を補いな

がらやわらかく煮る。ひたひたの

煮汁のまま火を止め冷ます。

〈材料〉12人分

黒豆…２カップ

Ａ【砂糖…180g、しょうゆ…大さじ

３杯、塩…大さじ１ 1/2杯】

鉄片（釘・スチールウールなど）

1.レンコンは細めのもの約200g分の皮をむき、

厚さ3～4㎜の輪切りを24枚つくる。

2.残りのレンコンはすりおろす（クッキングカ

ッターを使うと便利）。

3. 2をザルに入れ、水気を軽く切る（ザルから自

然に滴る程度）。むきエビは粗みじんに切る。

4. 3の２つをボールに入れて塩、とき卵、片栗

粉と一緒に混ぜ合わせてから12等分する。

5. 1 のそれぞれの片面に小麦粉をつけ、２枚で

4をはさむ。これを12個つくり、中温の油で

色よく揚げる。

〈材料〉４人分

レンコン…500g

むきエビ…100g

片栗粉…大さじ3

塩…小さじ1／3

卵…1／2個

小麦粉…大さじ2

揚げ油…適量

黒豆のつや煮
「まめ」には、丈夫や健康という意味と、“まめ

まめしく働けるように”という願いも込められ

ています。

レンコンのはさみ揚げ

特

集
お正月だからこ

そ１年の無病息
災を願い、

体によいものを
…野菜のお正月

料理



日
本
人
は
、
稲
作
を
主

と
し
た
農
耕
の
民
と

し
て
長
い
歴
史
を
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
日
本
の
風
俗
の
根

底
に
は
稲
作
中
心
の
生
活
・

文
化
が
根
づ
い
て
い
ま
す
。

正
月
料
理
や
正
月
飾
り
は
そ

の
典
型
。
収
穫
が
終
り
農
閑

期
に
入
る
と
、
稲
わ
ら
で
縄

を
綯
い
（
な
い
）
お
飾
り
を

作
る
。
新
し
く
収
穫
し
た
米

で
餅
を
つ
く
。
ま
た
、
お
せ

ち
や
お
正
月
料
理
に
は
豊
作

や
無
病
息
災
を
願
う
縁
起
の

よ
い
食
材
を
使
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、

「
面
倒
だ
か
ら
…
」
と
お
せ

ち
や
お
正
月
料
理
を
作
ら
な

い
家
庭
も
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
お
正
月
だ
か
ら
こ
そ

地
元
で
と
れ
た
農
産
物
を
使

っ
て
準
備
し
、
家
族
の
１
年

の
無
病
息
災
を
願
い
な
が
ら

い
た
だ
き
た
い
も
の
。
そ
ん

な
お
正
月
の
過
し
方
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

5 1月の運勢 双子座（5/21～6/21） 物事を悪い方に考えてしまう傾向あり。意識的にプラス思考をして。金銭面では散財に注意すること。

お正月も大地の恵みを召し上がれお正月も大地の恵みを召し上がれお正月も大地の恵みを召し上がれ

クワイの主な成分は炭水化物
で、その量は芋類をしのぎます
が、一方でカリウムも多く含み
ます。カリウムは、体内にたま
った塩分を外に出し、むくみや
高血圧を防ぐ働きがあります。
おせち料理は長持ちさせるため
に濃い味つけになり、塩分の取
り過ぎになりやすいので、カリ
ウムの多いクワイを添えたのか
もしれません。

ピョコンと芽が出て「めでたい」

クワイ

根の部分にはビタミンC・鉄分・食
物繊維のほか、消化酵素のジアス
ターゼやアミラーゼがたっぷりと
含まれています。これが食物の消
化を助け、胃腸を整えます。つき
たての餅にダイコンおろしをから
ませるのも、天つゆにダイコンお
ろしを入れるのも、おせち料理に
なますがあるのも、みなダイコン
の消化作用を活用したものです。

根には消化酵素と食物繊維、葉に

はビタミン

ダイコン

食べてほしい理由は、ニンジンには
β－カロテンがたっぷりと含まれて
いるからです。その量は緑黄色野菜
の中でも一番です。英語でニンジン
を「キャロット」と言いますが、こ
れは「カロテン」に由来するとのこ
と。まさにβ－カロテンの塊です。
一方、ニンジンにはアスコルビナー
ゼという、ビタミンCを壊す酵素も含
まれています。生のままのニンジン
とビタミンCを含んだ食べ物とを一緒
に盛ると、ビタミンCを壊してしまい
ます。しかし、熱を通したり、酢を
加えたりすれば大丈夫です。

元気をくれる、カロテンの宝庫

ニンジン

1.クワイは芽を１cmほど残して、皮をむく。鍋に芽を上にして並べ、米のとぎ汁で５～６分下ゆで

する。

2.続いてAで15分くらい煮る。汁に漬けたまま冷まして味を含ませる。

〈材料〉２人分
クワイ…６個（120g）
米のとぎ汁…３カップ
Ａ【だし…カップ１1/2、砂糖…小さじ２、塩…小

さじ1/6、しょうゆ…小さじ１ 1/2、みりん…
小さじ１】

クワイの含め煮

1.ダイコンは４～５cm長さの輪切りにして皮を薄くくる
りとむく。一方を薄く切り落として据わりをよくしてか
らごく薄切りにする。軽くずらしてから千切りにする。
ニンジンも同様に切る。

2. 1を大きめのボウルに入れて塩大さじ１杯弱をふり入れ、
初めはやさしく、だんだんと強くもむ。しんなりとした
ら水けを絞って別の容器に入れ、Ａを加えてよく混ぜる。
冷蔵庫に１日ねかせ、日に２～３回混ぜる。

〈材料〉４～５人分
ダイコン…1/3～1/4本（600g）
ニンジン…小1/2本（60g）
Ａ【砂糖…大さじ３杯、酢…大さじ４杯】
塩

紅白なます 紅白の色は祝いの「水引」を連想させることから、「水引

なます」ともいい、人と人を結ぶという意味もあります。

1.キャベツは4～5cm角に切る。キュウリ、ニンジン、ダイコンは1cm角、4cm長さの棒状に切る。
ショウガは千切りにする。

2.トウガラシは水に漬け、種を取って5mmの小口切りにする。
3.大きなボウルに1を入れ、塩大さじ1強（材料外）をまぶし、しんなりするまで約1時間置く。その
あと、軽く絞る。

4.ボウルに酢と砂糖、トウガラシを合わせ、3の野菜を混ぜて密閉容器などに漬け込む。4～5時間た
ったら食べられる。

〈材料〉８人分
キャベツ…1/4個（400g）
キュウリ…２本（300g）
ニンジン…１本（200g）
ダイコン…４cm（200g）

ショウガ…40g
赤トウガラシ…１～２本
酢…1/2カップ
砂糖…1/2ップ

いろいろ野菜の甘酢漬け

特 集
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61月の運勢

身近な情報を
お届けします!
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営農

花き畜産

秋
田
市
・
農
業
委
員
会
主
催
の
平

成
20
年
度
優
秀
農
家
表
彰
式
と
農
政

協
力
員
の
集
い
が
11
月
28
日
�
、
シ

ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安
閣
で
開
か
れ
、

農
業
委
員
を
は
じ
め
県
、
市
、
Ｊ
Ａ

担
当
者
ら
約
90
人
が
参
加
し
ま
し

た
。優

秀
農
家
表
彰
で
は
３
個
人
、
１

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
広
山
田
柳
田
地
区
の
鎌

田
重
憲
さ
ん
に
よ
る
受
賞
者
体
験
発

表
で
は
、
水
稲
・
転
作
大
豆
・
露
地

野
菜
の
複
合
経
営
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
農
政
協
力

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
６
人
と
、
農

村
風
景
な
ど
の
児
童
図
画
部
門
で
は

10
人
の
小
学
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
農
政
協
力
員
の
太
平
地
区

の
佐
々
木
英
久
さ
ん
に
よ
り
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
、
農
地
の
面
的
集
積

や
担
い
手
の
経
営
支
援
な
ど
、
農
政

協
力
員
の
担
う
べ
き
役
割
を
行
政
・

Ｊ
Ａ
等
、
農
業
団
体
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
と
し
た
大
会
宣
言
を
参

加
者
全
員
で
採
択
し
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
）

優
秀
農
家
＝
鎌
田
　
重
憲
（
広
山
田

柳
田
）、
奈
良
　
金
一
（
金
足
）、

佐
々
木
　
正
子
（
河
辺
）、
農
事
組

合
法
人
　
種
沢
フ
ァ
ー
ム
（
雄
和
種

沢
）

優
秀
農
家
と
し
て
３
個
人
、

１
団
体
が
表
彰
さ
れ
る

ダリア出荷実績検討会を11月26日（水）、雄和営農
センターで開き、生産者、市場関係者ら30人が参加し
ました。
大田花き市場（東京）、梅田生花市場（大阪）の担当

者からは、流通事情として、業務用から一般家庭用に
シフトしている実情を説明。産地に求めるものとして、
9・10月のブライダルシーズンをはじめとした需要時
期に人気の色目を紹介し、生産出荷するようにアドバ
イスされました。
花き部会ダリア班は、次年度に向けて、品種の統一、

防除の徹底、規格の見直しなどを検討することとしま
した。

ダリアの主産地を目指す

第17回枝肉共励会を12月1日（月）、秋田県食肉流通
公社で開催し、管内の4人の部会員から、手塩にかけて
育てた自慢の黒毛和種10頭（去勢牛2頭、雌牛8頭）が
出品されました。
厳正な審査の結果、最優秀賞には雄和地区の伊藤錚悦

さんが受賞されました。伊藤さんは過去にも多くの共励
会で優れた成績を収められるなど、飼育技術のレベルが
高い新あきた管内でも、常にトップレベルの飼育技術の
持ち主。
新あきた和牛部会では、会員が一丸となって安全安心

でおいしい牛を生産しようと日々研鑽を重ねており、周
囲からは大きな期待が寄せられています。

最優秀賞に雄和地区の
伊藤錚悦さん

流通関係者の説明に耳を傾ける生産者出品した枝肉を確認する参加者

優秀農家として表彰されたみなさん

蟹　座（6/22～7/22） 勢いのある時期ですが、小さなことにつまずきやすい面も。一喜一憂せず、気持ちの切り替えを大切に。

受賞者体験発表を行う鎌田さん



7 1月の運勢
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㈱ＪＡ新あきた
ライフサービス

�
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ

ス
が
、
初
と
な
る
セ
ル
フ
方
式
の
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
に
取
り
組
み

ま
す
。
販
売
価
格
競
争
が
激
化
す
る

中
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て
消
費
者
に
安

く
ガ
ソ
リ
ン
を
提
供
し
、
顧
客
獲
得

を
図
る
の
が
狙
い
で
す
。

12
月
４
日
�
に
は
、
新
築
工
事
に

向
け
、
外
旭
川
神
田
地
区
、
横
山
金

足
線
沿
い
の
建
設
地
で
、
地
元
関
係

者
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
工
事
関
係
者
ら
約

30
人
が
集
ま
り
、
地
鎮
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

セ
ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
給

油
レ
ー
ン
４
カ
所
の
ほ
か
、
灯
油
の

セ
ル
フ
給
油
、
配
送
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
の
充
填
所
を
新
設
し
、
平
成
21
年

３
月
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

横
山
金
足
線
沿
い
に

セ
ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
建
設

旅行女性部

2月4日から25日にかけて実施されるＪＡ新あきた合
併10年特別企画「イタリア6日間の旅」に備え、最終説
明会が12月2日（火）、東支店を皮切りに7支店で行われ
ました。
出発前の不安や疑問を解消し、快適な旅を楽しんで頂

こうと、担当者から旅行行程や、気候・治安等の現地情
報、旅行中の注意点などが説明されました。
「イタリア旅行6日間の旅」の模様は、いぶきで詳し

くご紹介させていただく予定です！お楽しみに!!

12月10日（水）、本店でＪＡかがやき女性塾を開催し、
塾生、女性部員ら31人が参加しました。
今回で3回目となる講座では、午前はＪＡの事業内容

について米穀課、人事課長による講義を行い、午後から
は公開講座として、自分や家族の幸せな暮らしづくりを
考えようと、「物価高に負けない！家計アップの暮らし」
をテーマに、税理士の西原憲一氏により、豊かなライフ
プランを過ごすためのアドバイスや、家計簿の有効活用
法など、様々な内容の説明がされました。
参加者は、講師の説明を熱心に聞き、活発に質問する

姿も多く見られました。非常に有意義な研修会であった
との感想も出ていました。

イタリア旅行説明会ライフプランを学ぶ

説明に耳を傾ける参加者（四ツ小屋支店）西原氏の講演に耳を傾ける女性部員

獅子座（7/23～8/22） 心理的に不安定になりやすい期間。うわさ話に惑わされないよう、冷静に真実を見極めて。気晴らしには音楽鑑賞を。

外旭川神田地区、横山金足線沿いに３月にオープンを目指す

玉串を奉げる中川組合長



81月の運勢

魅
了
あ
る
組
織
で
あ
り
続
け
る

�
�
農
業
を
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
？

昭
和
52
年
に
設
立
し
た
作
業
受
託
・

機
械
利
用
の
組
織
、
上
三
内
稲
作
集
団

栽
培
組
合
で
は
役
員
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
高
齢
農
家
が
増
え
、
委
託

者
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
経
営
難
に

陥
り
、
発
展
的
に
解
散
。
平
成
14
年
12

月
に
農
事
組
合
法
人
「
か
み
さ
ん
な
い
」

と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
私
自
身
、

翌
年
に
は
専
業
と
し
て
本
格
的
に
農
業

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

加
工
用
も
視
野
に

�
�
農
業
を
は
じ
め
て
か
ら
は
？

「
か
み
さ
ん
な
い
」
を
設
立
し
た
と

き
の
経
営
目
標
は
面
積
30
ha
（
内
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
３
ha
）
で
し
た
が
、
現
在
そ

の
目
標
を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
ま
す
。
冬

場
の
収
入
源
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

促
成
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
市
場
価
格
で

地
元
の
業
者
な
ど
に
も
販
売
し
、
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
転
作
面
積
を
消
化
す
る
た
め
、

来
年
か
ら
試
験
的
に
加
工
用
ト
マ
ト
の

栽
培
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

山
間
地
を
守
る
使
命

�
�
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

代
々
続
い
て
き
た
、
ま
た
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上

三
内
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

金
銭
面
の
こ
と
ば
か
り
計
算
づ
く
で
は

仕
事
は
し
て
い
け
な
い
の
だ
と
肝
に
銘

じ
て
生
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。

�
�
大
変
な
こ
と
は
？

上
三
内
地
区
は
山
間
地

で
、
肥
料
を
は
じ
め
と
し

た
、
農
業
資
材
を
よ
り
多
く
投
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
も
作

物
の
収
量
が
上
が
ら
ず
、
頭
の
痛
い
と

こ
ろ
で
す
。

国
や
県
、
市
な
ど
行
政
機
関
は
こ
の

よ
う
な
山
間
地
の
現
状
を
理
解
し
、
そ

れ
を
考
慮
し
た
農
業
政
策
を
講
じ
て
ほ

し
い
と
切
に
望
み
ま
す
。

山
間
地
の
農
業
、
病
害
虫
を
寄
せ
付

け
な
い
ほ
ど
清
ら
か
な
水
、
自
然
が
育

む
肥
沃
な
土
、
吹
き
渡
る
風
な
ど
、
欠

か
せ
な
い
も
の
を
次
世
代
に
残
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
�
今
後
の
抱
負
は
？

今
後
は
、
７
棟
あ
る
ハ
ウ
ス
を
今
よ

り
も
っ
と
こ
ま
め
に
管
理
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
作
業
が
重
な
っ
て
く

る
と
、
ど
う
し
て
も
手
が
回
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
品
質
を

上
げ
な
が
ら
、
作
業
を
省
力
化
す
る
、

そ
ん
な
農
業
を
確
立
し
て
い
く
の
が
目

標
で
す
。

最
後
に
、
平
成
21
年
の
種
苗
交
換
会

は
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
野

菜
部
会
員
を
は
じ
め
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
は
出
品
を
視
野
に
作
付
け
計
画
を
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

乙女座（8/23～9/22） レジャー運が良好。気の合う仲間たちと遊びに出掛け、にぎやかに過ごしてみては。金銭面は交際費に実りあり。

■耕作面積：水稲30ha

大豆13ha

アスパラガス4.6ha

（露地、促成含む）

ハウス7棟

（作業受託面積含む）

■生産品目：稲作、大豆、野菜など

地域に必要とされる
法人を目指す

アスパラガスの収穫作業を行うメンバー

ＪＡ新あきた

野菜部会長
農事組合法人「かみさんない」
代表理事 鎌田　英文さん



9 1月の運勢

Delicious in Season

天秤座（9/23～10/23） ささいなことで感情的になりやすいかも。悪いと思ったら、意地を張らず、素直に謝って。開運には読書が最適。

雄和種沢地区　加藤　勝利さんの圃場にて雄和種沢地区　加藤　勝利さんの圃場にて 雄和種沢地区　加藤　勝利さんの圃場にて 

美
味
し

美
味
し
い
　
　
　

　
　
　
の
レ
シ
ピ
�

美
味
し
い
　
　
　
の
レ
シ
ピ

ハクサイとエビのクリーム煮

材料（4人分） 作　り　方
①ハクサイの軸は長さ4～5㎝、幅2㎝に切る。葉は長さ5㎝のざ

く切りにする。

②中華鍋にサラダ油を熱し、①をさっと炒めてザルにとり、熱湯

をかけて油気を取る。

③同じ鍋に水とスープの素を入れて煮立て、②、コーンを入れ、

Aを加えて4～5分煮て、むきエビを入れてさらに2～3分煮る。

④牛乳を加え、煮立ってきたらＢでとろみをつける。

ハクサイ ……………600g
サラダ油 …………大さじ2
むきエビ ……………150g
コーン（缶詰）カップ1／2
スープの素……小さじ1／2
水………………カップ1／2
砂糖 …………小さじ1
塩…………小さじ1／2
酒 ……………大さじ2

牛乳 ………………カップ1
片栗粉 ………小さじ2
水 ……………小さじ4

ハ
ク
サ
イ�

ハ
ク
サ
イ�

ハクサイは意外にも日本での歴史は浅く、食卓に上るようになって100年ほどです。

不結球タイプ品種が江戸時代後期に、結球性の品種が幕末の1866年に渡来しましたが、当

時はあまり普及しなかったようです。その後、日清戦争の折に中国に渡った兵士が、現地でハク

サイのおいしさを知り、種子を持ち帰ったことが普及するきっかけになったともいわれています。

20～30年前まで、大玉のハクサイをまとめ買いして漬け込むのは、一般家庭でもよくある

光景でした。核家族化が進んだ現在、そうした家庭は少なくなっています。店頭でも丸ごとのハ

クサイより、二つ割りや四つ割りにしてラッピングしたものが目立ちます。

ハクサイは95.9％が水分ですから、栄養価が高いとは言えません。しかし、特徴的なのはそ

のカロリーで、100g当たり12kcalと、きわめて低カロリーです。鍋物や漬け物で山ほど食べ

ても太らない、まさに、手近なダイエット食品です。ハクサイは飽食の時代の健康野菜として、

肥満防止にもってこいの野菜です。

栄養的には、ビタミンCを多く含み、また漬物や鍋物の材料として冬期にはなくてはならない

野菜となっています。また、貯蔵性があるという点では、たいへん便利な野菜であるともいえま

す。

鍋や浅漬けに欠かせない冬野菜の代表格

旬は冬。霜に当たると甘みが出て美味

A
tgb

B
t
g
b
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清
潔
、
安
心
、
無
添
加
の

「
千
秋
み
そ
」
は
い
か
が
で
す

か
。
味
噌
加
工
所
で
は
皆
様
の

ご
注
文
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

■
千
秋
み
そ
の
特
徴

お
客
様
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま

れ
た
大
豆
や
お
米
を
使
っ
て
、

お
好
み
の
塩
加
減
で
仕
上
げ
る

無
添
加
の
お
味
噌
で
す
（
全
面

委
託
も
行
っ
て
い
ま
す
）。

千
秋
み
そ
は
、
製
造
後
約
10

〜
12
ヵ
月
程
度
熟
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
コ
ク
の
あ
る
ま
ろ
や

か
な
旨
味
が
出
て
食
べ
頃
と
な

り
ま
す
。

自
家
生
産
し
た
大
豆
や
お
米

で
加
工
し
箱
詰
め
で
き
る
の

で
、
遠
く
に
い
る
親
戚
に
ふ
る

さ
と
の
味
を
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
に
は
自
慢
の
味
を
届
け
ら

れ
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
で
は
手

に
入
ら
な
い
我
が
家
の
お
味
噌

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
価
　
格

※
こ
れ
か
ら
注
文
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
約
１
ヵ
月
程
度
遅

れ
て
配
送
さ
れ
る
見
込
み
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
医
療
費
用
の
負
担
が

ま
す
ま
す
増
え
て
き
ま
し
た
。

万
が
一
の
た
め
に
、
費
用
を
備

え
て
お
き
た
い
で
す
よ
ね
。
Ｊ

Ａ
の
定
期
医
療
共
済
は
み
な
さ

ん
の
声
に
応
え
る
た
め
に
、
保

障
内
容
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て

頼
れ
る
医
療
保
障
と
な
り
ま
し

た
。子

ど
も
や
若
い
方
に
お
ス
ス

メ
な
の
が
定
期
医
療
共
済
。
手

頃
な
掛
金
と
簡
単
な
手
続
き
で
、

安
心
で
き
る
医
療
保
障
を
お
届

け
す
る
共
済
で
す
。
活
発
な
子

ど
も
は
、
ど
こ
で
ど
う
い
う
ケ

ガ
を
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

突
然
ふ
り
か
か
る
ま
さ
か
の
事

態
に
、
定
期
医
療
共
済
は
頼
り

に
な
り
ま
す
。

特
に
お
客
さ
ん
か
ら
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
る
の
は
、
日
帰
り

入
院
か
ら
対
応
し
て
い
る
こ
と
。

実
は
日
帰
り
を
含
む
短
期
入
院

は
、
全
体
の
平
均
入
院
日
数
の

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
予
期

せ
ぬ
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
、

保
険
を
見
直
し
て
み
た
ら
入
院

日
数
が
足
り
な
か
っ
た
、
と
い

う
ケ
ー
ス
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

入
院
費
用
は
想
像
以
上
に
か
か

る
も
の
で
す
。
定
期
医
療
共
済

は
ほ
と
ん
ど
の
病
気
や
ケ
ガ
の

入
院
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
ま

す
よ
ね
。

ま
た
、
子
ど
も
に
あ
り
が
ち

な
特
定
の
ケ
ガ
を
、
手
厚
く
保

障
し
て
い
ま
す
。
所
定
の
骨

折
・
関
節
脱
臼
・
腱
断
裂
・
熱

傷
な
ど
で
治
療
を
受
け
ら
れ
た

と
き
、
特
定
損
害
共
済
金
が
支

払
わ
れ
、
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
に
と
っ
て
は

と
て
も
気
に
な
る
顔
面
の
ケ
ガ

へ
の
保
障
、
手
術
に
か
か
っ
た

費
用
も
保
障
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
万
が
一
の
死
亡
給
付
金
も

お
受
け
取
り
に
な
れ
ま
す
。
定

期
医
療
共
済
は
、
よ
り
多
く
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
充
実
し
た
医
療
保
障

が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
の
お

役
に
立
て
る
こ
と
が
一
番
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
お
近
く

の
支
店
の
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

1月の運勢

突然の事故や病気のために

蠍　座（10/24～11/22） コミュニケーション運が高まる時期。初対面の人とも簡単に親しくなれるはず。金運も好調なのでレジャーへ出掛けて吉。

共 　 済

本店

佐藤　美香子

好みで仕上げる無添加の
「千秋みそ」をどうぞ！

購 　 買

購買課

近藤　信行

（
１
口
あ
た
り
）

米
、
大
豆
（
持
ち
込
み
）

７
、
３
５
０
円
（
税
込
）

米
の
み
（
持
ち
込
み
）

９
、
９
７
５
円
（
税
込
）

大
豆
の
み
　
（
持
ち
込
み
）

１
３
、
６
５
０
円
（
税
込
）

全
面
委
託
（
原
料
な
し
）

１
５
、
７
５
０
円
（
税
込
）

こ
う
じ
（
１
斗
に
つ
き
）

３
、
６
７
５
円
（
税
込
）

※
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
彩
菜
館
」
で
は
袋
詰
め

み
そ
も
販
売
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

（
９
０
０
ｇ
／
５
１
４
円
）

予
約
注
文
は
最
寄
り
の
各
支

店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

願
い
致
し
ま
す
。
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知って得する

平
成
20
年
度
の
稲
作
を
ふ

り
か
え
っ
て

本
年
度
は
実
需
の
高
い
米
穀

銘
柄
（
め
ん
こ
い
な
・
ひ
と
め

ぼ
れ
）
の
拡
大
と
高
位
安
定
生

産
、
ま
た
あ
ぜ
道
講
習
会
の
開

催
、
病
害
虫
防
除
の
広
報
活
動
、

カ
メ
ム
シ
防
除
対
策
の
看
板
設

置
な
ど
、
一
等
米
比
率
、
品
質

向
上
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
東
北
農
政
局
秋
田
農
政

事
務
所
・
統
計
部
に
よ
る
中
央

地
区
の
水
稲
10
ａ
あ
た
り
の
収

量
は
６
０
６
㎏
、
作
況
指
数
は

１
０
５
の
「
平
年
並
み
」
で
し

た
。
品
質
の
面
で
は
当
Ｊ
Ａ
は

一
等
米
比
率
が
全
体
で
９
２
・

３
％
と
前
年
に
比
べ
５
・
６
％
向

上
し
ま
し
た（
12
月
12
日
現
在
）。

登
熟
後
半
の
好
天
や
台
風
の
襲

来
も
全
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

玄
米
品
質
も
良
好
で
あ
り
ま
し

た
。

○
は
種
期
〜
田
植
期
〜
分
げ
つ
期

育
苗
期
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、

作
業
や
苗
の
生
育
も
進
み
、
田

植
え
時
期
が
平
年
に
比
べ
早
ま

り
ま
し
た
。
５
月
中
旬
は
強

風
・
低
温
と
な
り
、
活
着
遅
れ

や
代
枯
れ
が
早
植
え
地
域
で
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
日
照
時
間

が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
初

期
生
育
は
平
年
よ
り
遅
れ
ま
し

た
。
６
月
の
天
候
は
日
照
時
間

が
多
く
、
後
半
も
好
天
に
よ
り

生
育
は
し
だ
い
に
回
復
し
ま
し

た
。
７
月
に
入
る
と
最
低
気
温

が
高
く
、
少
照
で
推
移
し
、
草

丈
が
伸
長
し
ま
し
た
が
、
茎

数
・
葉
色
と
も
に
平
年
並
み
で

あ
り
ま
し
た
。

○
出
穂
期
〜
登
熟
期

出
穂
期
は
平
年
並
み
（
８
月

４
日
）
で
、
登
熟
期
前
半
は
低

温
少
照
で
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

登
熟
は
緩
慢
で
あ
り
ま
し
た
が
、

後
半
は
良
好
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
の
ほ
場
で
「
葉
い
も
ち

病
」
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
防

除
等
に
よ
り
被
害
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
カ
メ
ム
シ
類
に
よ

る
被
害
は
、
例
年
よ
り
割
籾
が

少
な
く
、
長
期
残
効
性
薬
剤

（
ス
タ
ー
ク
ル
剤
等
）
の
使
用
に

よ
り
斑
点
粒
被
害
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

平
成
20
年
産
米
の
検
査
実
績

（
12
月
12
日
現
在
）
は
表
１
、
下

位
等
級
理
由
の
順
位
は
表
２
の

通
り
で
す
。
カ
メ
ム
シ
に
よ
る

着
色
粒
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
等
米
比
率
は
前
年
よ
り
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ

本
年
は
早
刈
り
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
青
未
熟
粒
や
充
実
度
不
足

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
今
年
の
経
験

を
生
か
し
、天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
稲
作
り
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
品
　
質

２
、
病
害
虫
発
生
状
況

１
、
生
育
概
況

米穀課　課長

斉藤　二男

稲�作�

1月の運勢 射手座（11/23～12/21） 落ち着いて行動すれば、トラブルは回避できそう。趣味や好きなことに意識を向け、プライベートを充実させて。

表２）平成20年産米の下位等級理由（％は総検査数量対比）�

銘　柄�

�

あきたこまち�

めんこいな�

ひとめぼれ�

新あきた全体�

検査等級比率�

１等�

92.3％�

94.8%�

92.7%�

92.3%

２等�

6.6%�

4.9%�

7.2%�

6.3%

３等�

1.0%�

0.1%�

0.1%�

0.8%

規格外�

0.1%�

0.2%�

‐�

0.6%

表１）平成20年産米の検査実績�

品　種�

あきたこまち�

めんこいな�

ひとめぼれ�

カメムシ�

充実度�

充実度�

57.0％�

39.7％�

55.4％�

1

充実度�

青未熟�

青未熟�

19.5％�

32.6％�

29.7％�

2

青未熟�

カメムシ�

胴割れ�

7.1％�

10.0％�

7.1%

3



121月の運勢

収
穫
作
業
の
負
担
を
軽
減

指
導
・
監
修
　
日
本
体
育
大
学
運
動
方
法
体
操
研
究
室
教
授
●
荒
木
達
雄

山羊座（12/22～1/19） 思い切った行動が幸運を引き寄せるポイント。新しいことにも積極的に取り組んでみて。趣味への出費も○。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

日
本
に
お
い
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流

行
の
規
模
は
年
に
よ
っ
て
こ
と
な
り
ま
す

が
、
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。
感
染
経
路
は

飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
、
一
部
空
気
感
染

で
す
の
で
学
校
を
は
じ
め
、
集
団
施
設
で

生
活
す
る
人
達
に
と
っ
て
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
を
増
幅
す
る
場
所
と
い
え
ま

す
。
社
会
全
体
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
拡
大

を
阻
止
す
る
意
味
で
、
予
防
対
策
は
非
常

に
重
要
で
す
。
今
回
は
そ
の
予
防
法
に
つ

い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

手
洗
い
は
基
本
的
な
衛
生
習
慣
で
す
。

手
指
は
衣
服
か
ら
露
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
に
触
れ
る
た
め
、
多
く
の
病
原
体

に
曝
露
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
か
ぜ
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
の

皮
膚
で
数
時
間
生
存
で
き
、
ウ
イ
ル
ス
の

付
着
し
た
手
指
が
眼
や
鼻
腔
の
粘
膜
に
触

れ
る
こ
と
で
感
染
が
成
立
し
ま
す
。

手
洗
い
の
方
法
に
は
、
流
水
の
み
に
よ

る
方
法
、
普
通
石
け
ん
や
抗
菌
石
け
ん
と

流
水
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
消
毒
薬
を
使

用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
流
水
に
よ
る

手
洗
い
は
15
秒
以
上
、
で
き
れ
ば
30
秒
か

け
て
液
体
石
け
ん
な
ど
で
よ
く
洗
い
、
流

水
で
き
れ
い
に
洗
い
流
し
、
残
っ
た
水
分

を
素
早
く
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
ぬ
ぐ

い
、
手
指
を
乾
燥
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
有
す
る
噴
霧
式
、

ゲ
ル
式
の
手
指
消
毒
薬
は
病
院
内
の
感
染

予
防
対
策
と
し
て
き
わ
め
て
有
効
で
す
。

ま
た
、
頻
回
に
手
指
が
触
れ
る
ド
ア
ノ
ブ
、

水
道
の
蛇
口
な
ど
を
洗
剤
や
ア
ル
コ
ー
ル

で
十
分
ふ
き
取
り
す
る
こ
と
も
、
接
触
感

染
を
減
少
さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
す
。

う
が
い
は
、
飛
沫
感
染
な
ど
で
口
腔
内

に
進
入
し
た
病
原
体
を
除
去
し
、
粘
膜
乾

燥
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
、
水
の
み
に
よ
る

う
が
い
と
ポ
ピ
ド
ン
ヨ
ー
ド
な
ど
の
薬
剤

を
使
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
か
ぜ
の

原
因
ウ
イ
ル
ス
は
気
道
粘
膜
上
皮
に
接
着

す
る
と
数
分
か
ら
数
十
分
で
細
胞
に
取
り

込
ま
れ
る
た
め
、
帰
宅
し
た
後
の
う
が
い

で
は
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
日
に
複
数
回
の

う
が
い
を
行
な
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

飛
沫
感
染
を
予
防
す
る
と
い
う
点
で
、

マ
ス
ク
も
有
効
で
す
。
か
ぜ
の
感
染
経
路

は
飛
沫
感
染
が
主
体
で
あ
り
、
ガ
ー
ゼ
マ

ス
ク
で
は
不
十
分
で
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
が
適
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
は
、

咳
や
く
し
ゃ
み
に

よ
る
ウ
イ
ル
ス
の

飛
沫
感
染
を
あ
る

程
度
制
御
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
、

手
で
口
や
鼻
を
触
れ
る
機
会
を
減
少
さ
せ
、

接
触
感
染
の
制
御
に
も
有
用
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
口
腔
、
鼻
腔
、
咽
頭
の
乾

燥
予
防
効
果
で
も
有
用
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ
と
は
正
常
な
免

疫
反
応
を
保
つ
た
め
の
基
本
で
あ
り
、
か

ぜ
の
予
防
な
ど
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
で
す
。
疲
労
が
た
ま
る
と
、
か
ら
だ

の
免
疫
力
が
低
下
し
、
か
ぜ
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
睡
眠
不
足
な
ど
で
不
規

則
な
生
活
を
つ
づ
け
る
と
、
疲
労
が
蓄
積

し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
睡
眠
を
と

り
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
か

ぜ
の
予
防
に
は
重
要
で
す
。

以
上
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
で
も
罹

患
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
家
庭
内
流
行

を
抑
制
す
る
た
め
に
も
病
院
へ
受
診
し
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
な
ど
に
よ
る
早
期

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ミ
カ
ン
や
リ
ン
ゴ
と
い
っ
た
果
物
の
収
穫
は
、
農

家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
年
の
苦
労
が
報
わ
れ
る
充

実
し
た
ひ
と
と
き
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
重
い
荷
物

を
運
ん
だ
り
斜
面
を
往
復
し
た
り
す
る
の
で
、
体
へ

の
負
担
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

収
穫
作
業
で
、
肩
や
腰
、
脚
部
に
疲
れ
を
感
じ
た

と
き
、
お
す
す
め
な
の
が
「
か
ろ
や
か
体
操
」
で
す
。

今
回
は
収
穫
物
を
運
ぶ
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
、
体

の
横
（
体
側
部
）
を
伸
ば
し
ま
す
。
作
業
の
合
間
に

取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）
空
の
コ
ン
テ
ナ
を
両
手
で
持
ち
上
げ
ま
す
。

（
２
）
コ
ン
テ
ナ
を
ゆ
っ
く
り
と
左
に
傾
け
、
右
体
側

部
を
伸
ば
し
ま
す
。

（
３
）
次
に
、
右
に
傾
け
、
左
体
側
部
も
伸
ば
し
ま
す
。

２
、
３
回
繰
り
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（1）

（2）

（3）

秋田組合総合病院
内科

三田　亜紀子



13 1月の運勢

お
赤
飯
の
力

ぜ
ん
そ
く
と
日
常
生
活

水瓶座（1/20～2/18） のんびり構えた方がツキを引き寄せる結果に。答えを焦らず、何事もじっくり考えてみて。外食も○。

食
文
化
史
研
究
家
●
永
山
久
夫

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
松
翠

ぜ
ん
そ
く
と
は
、
気
道
が
狭
く
な
っ
て

呼
吸
が
苦
し
く
な
る
「
ぜ
ん
そ
く
発
作
」

を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。

せ
き
や
た
ん
が
多
い
お
年
寄
り
を
「
ぜ

ん
そ
く
持
ち
」
と
呼
ぶ
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
慢
性
気
管
支
炎
で
あ
り
、
ぜ
ん
そ

く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ん
そ
く
は
発
作
が
起
き
る
と
、
呼
吸

に
伴
っ
て
「
ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」

と
音
が
し
ま
す
。
そ
し
て
発
作
が
ひ
ど
く

な
る
と
、
呼
吸
困
難
に
な
り
ま
す
。

発
作
が
治
ま
る
と
呼
吸
は
楽
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
治
ま
っ
て
い
る
と
き
で
も
、

ぜ
ん
そ
く
患
者
の
気
道
に
は
慢
性
的
な
炎

症
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、
気
道
が
過
敏

に
な
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
な
刺
激
が
加
わ

っ
た
だ
け
で
も
発
作
が
起
こ
り
ま
す
。

発
作
を
起
こ
す
刺
激
と
し
て
最
も
多
い

の
は
風
邪
で
す
。
風
邪
を
ひ
く
と
、
気
道

の
粘
膜
が
さ
ら
に
敏
感
に
な
っ
て
、
発
作

を
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

日
常
生
活
で
の
注
意
点
と
し
て
は
、
日

ご
ろ
か
ら
過
労
や
寝
不
足
を
避
け
、
外
出

時
の
マ
ス
ク
、
帰
宅
時
の
う
が
い
、
手
洗

い
な
ど
を
励
行
し
、
風
邪
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。
た
ば
こ
の
煙
や
冷
た
い
空
気
な
ど

の
刺
激
に
よ
っ
て
、
発
作
が
誘
発
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ぜ
ん
そ
く
の
原
因
物
質
で
あ
る

「
ア
レ
ル
ゲ
ン
」
が
特
定
で
き
て
い
る
場

合
は
、
避
け
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。
ア
レ

ル
ゲ
ン
は
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
（
家
の
中
の

ほ
こ
り
）
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

こ
れ
に
は
ダ
ニ
や
ペ
ッ
ト
の
毛
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
を
極
力
減
ら
す
に
は
、

布
製
の
ソ
フ
ァ
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、
ダ
ニ
の
す
み

か
に
な
り
や
す
い
も
の
を
、
で
き
る
だ
け

避
け
る
か
、
小
ま
め
に
洗
濯
し
ま
す
。

ま
た
、
観
葉
植
物
な
ど
は
室
内
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
土
に
カ
ビ
が

生
え
た
り
、
湿
度
が
上
が
っ
て
ダ
ニ
が
繁

殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
室
内
で
ペ
ッ
ト

を
飼
わ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。
犬
、
猫
、

ハ
ム
ス
タ
ー
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
毛
、
あ
か
、

唾
液
（
だ
え
き
）
な
ど
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
に

な
り
ま
す
。

古
く
か
ら
日
本
で
は
「
赤
」
は
お
め
で

た
い
色
で
し
た
。

長
寿
祝
い
の
「
還
暦
」
に
は
、
赤
い
ず

き
ん
や
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を
身
に
着

け
て
お
祝
い
し
ま
す
。
こ
こ
で
の
「
赤
色
」

は
、
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
で
き
ま
す
よ

う
に
、
と
い
う
願
い
と
厄
よ
け
を
意
味
し

た
も
の
で
す
。

そ
し
て
祝
い
ご
と
や
祭
日
、
行
事
の
あ

る
日
に
は
、
赤
い
食
材
で
作
ら
れ
た
特
別

の
料
理
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
赤
飯
が
そ

の
一
つ
で
す
。
ご
飯
に
小
豆
を
入
れ
て
赤

く
染
め
る
こ
と
で
、
普
段
の
日
と
は
違
っ

た
「
ハ
レ
の
日
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま

す
。日

本
人
は
、
赤
色
の
豆
に
は
福
を
呼
び

込
む
力
や
、
邪
気
を
払
う
力
を
持
つ
と
信

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
祝
い
ご
と

の
あ
る
日
に
赤
飯
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

今
で
も
旧
家
で
は
、
月
の
１
日
と
15
日

に
、
赤
飯
を
炊
い
て
お
祝
い
す
る
と
こ
ろ

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
習
慣
が
東

北
地
方
の
農
村
な
ど
に
も
残
っ
て
い
ま

す
。元

日
を
年
の
初
め
と
す
る
正
月
を
「
大

正
月
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
１
月
15
日

を
中
心
と
す
る
新
年
の
行
事
を
「
小
正
月
」

と
い
い
ま
す
。
小
正
月
の
朝
に
作
る
お
か

ゆ
を
「
望
の
か
ゆ
」
と
呼
び
、
小
豆
を
入

れ
て
炊
い
た
小
豆
お
か
ゆ
を
作
る
の
が
習

わ
し
で
す
。

小
豆
の
赤
い
色
素
は
、
老
化
を
促
進
さ

せ
る
不
老
長
寿
の
大
敵
「
活
性
酸
素
」
を

除
去
す
る
パ
ワ
ー
の
強
い
「
ア
ン
ト
シ
ア

ニ
ン
」。
細
胞
の
老
化
を
防
い
で
、
サ
ビ

な
い
体
を
つ
く
る
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ

ま
す
。

還
暦
の
と
き
に
お
赤
飯
を
食
べ
る
の

も
、
60
年
も
の
間
に
体
に
た
ま
っ
た
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
や
脂
肪
な
ど
を
洗
い
流
し

て
、
体
を
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
の
き
れ
い
な

細
胞
に
戻
す
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
し

ょ
う
。
小
豆
に
は
物
忘
れ
を
防
ぐ
ビ
タ
ミ

ン
B
類
も
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。



141月の運勢

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　本州と橋で結ばれたルートは３つあります
４　成人式を迎える年齢
７　おなかでこなれること
９　スミを吐いて逃げる動物
10 子どもが使う真ん丸い遊び道具
11 独特なニオイがある魚の干物
13 お風呂のあとの風邪をひく原因
15 境内や公園によくいる鳥
16 ──風　──千鳥　砂──
17 海の上に出ている部分
18 浦島太郎を竜宮城に連れて行った動物
20 夜勤に備えてちょっと一休み
21 土俵の上で勝負します

１　新年に演じられることの多い芸能
２　薄い紙などを材料に作る細いひも
３　──中　──港　──路
５　雪道ではチェーンを巻きましょう
６　駅の近くは高めの場合が多い
８　サイコロの形をした甘いもの
12 人を襲うような怖い種類ばかりではあり
ません

13 豆乳から作る薄い食品
14 一人前ずつ炊いて、炊いた器ごと出す料理
15 殿様の食事を事前に食べてみること
16 日本全国どこに行くのも50円
17 自然を観察したり実験したりする科目
19 1000分の1を表す言葉　──グラム

──メートル

官製ハガキの裏にクイズの答
えと上記の今月のテーマについ
てご記入の上、お送り下さい。
多数のご応募お待ちしておりま
す。

●FAXから　018－832－6622
●E-メールから　kikaku-4@ja-shinakita.or.jp

JA新あきた総務課 教育広報係まで

▼クイズにご応募下さい！
［プレゼント］正解者の中から抽選
で賞品を差し上げます。
［応 募 方 法］ハガキにクイズの答
えと住所・年齢及び今月のテーマに
ついて一言書いて送ってください。
［締 め 切 り］ １月19日�
◎応募先は右記まで。

010－0877

総
務
課教

育
広
報
係

50
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た

秋
田
市
千
秋
矢
留
町
２
ー
40

答　え

住　所

氏　名

年　齢

今月のテーマについ

て一言お書き下さい。
【12月号の正解】

ケ イ ト ダ マ

★当選者
佐藤　美幸さん

（雄和）
鈴木ヤヱ子さん

（下浜）
佐々木美由紀さん

（河辺）
おめでとうございます

※ＪＡに寄せられたお便りの住所・氏名・年齢・職業などの情報は、広報活動以外で使用することはありません。

タテのカギ ヨコのカギ

12
月
の
テ
ー
マ

「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

皆さんにとって今年はどんな一年でしたか？皆さんそれぞれが審査員となって，2008年の中で、
一番輝いていたであろう“自分”に【自分 OF THE YEAR 2008】を贈りましょう！今年、ご自分
が何時、どの様に輝いていたのかを聞かせてください。掲載させて頂いた方の中から、抽選で３
名の方へ粗品を進呈いたします！皆さんからの沢山の投稿をお待ちしております！！

今月のテーマは
「自分OF THE YEAR 2008」

アナタのお便り
お待ちしております。

小
学
校
１
年
生
の
と
き
、
枕
元

に
お
菓
子
が
入
っ
た
サ
ン
タ

の
赤
い
靴
が
…
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
た

の
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
と
き
だ
け

で
す
。
と
っ
て
も
嬉
し
い
１
日
だ
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

（
河
辺
　
Ｓ
さ
ん
）

嫁
い
で
き
た
お
嫁
さ
ん
が
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

バ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
で
も
大
事
に
使
っ
て
い
ま

す
。

（
南
秋
田
郡
　
Ｋ
さ
ん
）

今
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
う

こ
と
も
な
い
け
れ
ど
、
可
愛

い
孫
２
人
の
女
の
子
に
は
リ
カ
ち
ゃ

ん
人
形
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
て
、
そ
の

顔
を
見
て
い
る
と
私
も
嬉
し
く
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

（
金
足
　
Ｓ
さ
ん
）

小
学
生
の
孫
が
今
も
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持

っ
て
き
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
は
希
望
の
品
を
ネ
ッ
ト
で
買
う
時

代
に
な
り
、
便
利
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

（
金
足
　
Ｎ
さ
ん
）

私
が
小
学
校
１
、
２
年
生
の
頃

ま
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は

必
ず
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。「
自
転
車
が
ほ
し
い
」

と
願
い
を
こ
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
前
日

に
大
き
め
の
靴
を
ぶ
ら
下
げ
て
…

朝
、
目
が
覚
め
る
と
靴
の
中
に
は

「
外
に
出
て
見
て
」
と
メ
モ
が
あ
っ

た
の
で
、
急
い
で
窓
か
ら
外
を
見
る

と
、
小
さ
な
自
転
車
が
…
そ
の
自
転

車
は
ペ
ン
キ
で
塗
装
さ
れ
て
い
て
、

新
品
で
な
く
て
も
、
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

（
雄
和
　
Ｓ
さ
ん
）

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の

空
箱
を
捨
て
る
た
め
、
つ
ぶ

そ
う
と
し
た
ら
、
当
た
り
と
書
い
た

券
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
ま
だ
そ
の
券
を
使
っ
て
い

な
い
の
で
、
期
限
が
来
る
前
に
使
わ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
下
浜
　
Ｓ
さ
ん
）

魚　座（2/19～3/20） 向学心が高まる気配。インターネットに興味を持ってみては。金運もあるので、自分に投資するのも吉。
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JA新あきたのあゆみ 第10回 理 事 会 便 り
10月

10・30 第131回秋田県種苗交換会　至11月5日　（にかほ市）

11月

11・4 秋冬期ミニ電化まつり・生活資材まつり・営農なんでも相談会　至5日（北支店）

5 第27回秋田県産米品評会・種苗交換会褒章授与式 　（象潟公民館・象潟体育館）

6 イトーヨーカ堂米販売説明会　　（東京　三井物産本店）

8 イトーヨーカ堂首都圏販売促進キャンペーン　至9日 　（横浜立場店）

11 秋冬期ミニ電化まつり・生活資材まつり・営農なんでも相談会 （四ツ小屋支店）

〃 ジャパンライス来訪　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

13 全県ＪＡ農協農政対策本部長会議　　　　　（ＪＡビル）

〃 秋冬期ミニ電化まつり・生活資材まつり・営農なんでも相談会　至14日 　（ＪＡレゼール追分）

〃 京都生協産地訪問　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

14 フレッシュ部研修会　　　　　　　　　　　（雄和支店）

18 秋冬期ミニ電化まつり・生活資材まつり・営農なんでも相談会　至19日（ 〃　　）

19 第10回監事会 　　　　　　　　　（ＪＡ新あきた会館）

〃　 集落営農推進協議会研修視察（認定農業者協議会合同）（県北）

20 ＪＡ運営地区別代表者協議会　至21日・25日 　　（各営農センター）

〃　 秋冬期ミニ電化まつり・生活資材まつり・営農なんでも相談会　至21日　（河辺支店）

22 女性部南部地区「女性のつどい」　　（シルバーエリア）

27 第10回理事会（棚卸資産現地視察）　　　　（河辺支店）

〃　 秋冬期ミニ電化まつり・生活資材まつり・営農なんでも相談会　至28日　　（西支店）

議案第 1 号　大口信用供与先への供与について

議案第 2 号　秋田市農業経営安定資金の貸出しについて

議案第 3 号　信用事業方法書の変更について

議案第 4 号　「ワイド教育ローン」取扱いにかかる（株）ジ

ャックスとの保証契約締結について

議案第 5 号　平成20年度上半期ディスクロージャー誌について

議案第 6 号　ＪＡバンク基本方針に基づく「経営状況に関す

る事項」の報告について

議案第 7 号　農産物検査業務規程の一部変更について

議案第 8 号　平成20年産こだわり米加算について

議案第 9 号　独自販売米売買基本契約書及び覚書の締結につ

いて

編
集
後
記

早
い
も
の
で
、
も
う
２
０
０
８
年
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
１
年
間
を

振
り
返
る
と
、
食
品
表
示
偽
装
な
ど
暗
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
農
業
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
気
が
し

ま
す
。
原
油
高
騰
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の

需
要
の
高
ま
り
は
、
食
料
品
の
物
価
上
昇

を
招
き
、
食
を
巡
る
環
境
が
大
き
く
変
化

し
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
ど

ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ

ん
、１
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

（
中
川
）

JA新あきたの概況�JA新あきたの概況�

組合員数
（正）8,168人　　（准）8,025人

貯金　　　 887億6,389万円
貸付金　 386億4,016万円
共済保有高　 3,492億8,768万円
購買品供給高 14億8,756万円
販売高　　　　　　　　　　 47億4,675万円
出資金　　　　　　　　　　 37億1,074万円

11月末現在

平成21年に使用する農業用免税軽油の交付申請の受付等について平成21年に使用する農業用免税軽油の交付申請の受付等について
農業経営者が農作業用の機械に軽油を使用する場合は、あらかじめ県から免税証の交付を受け、軽油を購入するときにその免税証を販売店に提出する

ことで、軽油引取税（１リットルあたり32.1円）が免税されます。なお雄和、四ツ小屋、河辺地区は下記の通りになります。

◎交付申請は秋田地域振興局県税部課税課（県庁後ろの秋田地方総合庁舎1階）で随時受付中です
※すでに購入した軽油や作業を終えた分の免税証は交付できませんので、農作業に使用する軽油を購入する前に申請してください。
※申請書類は秋田地域振興局県税部課税課で用意しています。
※農作業のうち基幹的な作業（専ら機械を使用）のすべての委託を受けて農作業を行うものも免税の対象に追加されました。
申請の際は、農業委員会等の発行する証明書が必要となります。
●雄和、四ツ小屋地区の皆様にお知らせ
書類交付手続き
期間：1月13日�～2月6日�
場所：�JA新あきたライフサービス雄和給油所
書類交付日
期日：3月19日�
場所：JA新あきた雄和支店2階
時間：午後1時30分～午後3時まで

●河辺地区の皆様にお知らせ
書類交付手続き
期間：平成21年1月10日�～1月26日�
場所：�JA新あきたライフサービス和田給油所
書類交付日
期日：3月19日�
場所：�JA新あきたライフサービス和田給油所

印
　
　
　
　
　
鑑 

区
　
　
　
　
　
分 

免
税
軽
油
使
用
者
証 

免
税
軽
油
の
引
取
り 

等
に
係
る
報
告
書 

県
証
紙
代（
四
百
円
） 

前
年
購
入
し
た
軽
油
の
納
品
書
等 

機
械
の
購
入
証
明
書 

耕
作
証
明
書 

初めての申請（新規） ◯ 
◯ 
◯ 
◯ 
◯ 

◯ 
◯ 
◯ 
◯ 
◯ 

◯ 
◯ 
◯ 
◯ 

◯ 

◯ 
◯ 

◯ 
◯ 
◯ 
◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 
◯ 
◯ 
◯ 

機械に変更が 
ない場合 

機械に変更が 
ある場合 

使用者証の有効期間が平成22年まで 

使用者証の有効期間が平成21年まで 

使用者証の有効期間が平成22年まで 

使用者証の有効期間が平成21年まで 

継
続
申
請
者 

●免税軽油に関するお問い合わせ先
秋田県秋田地域振興局県税部課税課間税班 電話018-860-3341

平成20年11月21日開催の第11回取締役会において、

弊社取締役中川薫清氏が後任の代表取締役に就任いたし

ました。

取締役
中川　薫清
京極　芳郎
佐々木忠治
榎　　進栄
鈴木　卓見

役職名
代表取締役
取　締　役
取　締　役
取　締　役
常務取締役
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お得な情報満載です!

1月号
この広報誌は米国大豆油協会が認定した環境
にやさしい大豆油インクを使用しています。

　ＪＡ新あきたの事業所は、次のとおり休業させていただきます。�
ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願いいたします。�

日時�
事業所�

日　時�

本　　　　店�
支店（金融窓口）�
営農センター�

ファーマーズマーケット�
彩　菜　館�

受注センター� 配　送�受付13:00まで�

１２月２９日（水）�１２月３０日（火）�

平常通り営業�

１２月３１日（水）�
　　　～１月４日（日）�

休　業�

１月５日（月）�

平常通り営業�

平常通り営業�
（初売り）�

受　付�

１２月３０日（火）�

１２月３１日（水）�

１月  １日（木）～１月  ２日（金）�

１月  ３日（土）�
１月  ４日（日）�

稼動ＡＴＭ・時間�
通常通り（平日営業）�

　　　 ９：００～１９：００�
（イオンモール秋田のみ�
１０：００からの営業となります）�

イオンモール秋田、マルダイ�
八橋店のATMのみ営業いた�
します。（１０：００～１９：００）�

休　業�
通常通り（日曜営業）�

注意事項�

農協ビル、組合病院支店の�
ATMは休業いたします�

県内ＪＡのカード、通帳のみ�
のお取扱いとなります。�

※ＬＰガス緊急時のご連絡は、年中無休で２４時間対応の《ＪＡあんしんセンター》まで�

フリーダイヤル：０１２０‐１８２‐５７１（携帯電話からもご利用できます）�

北　給　油　所�

南　給　油　所�

雄 和 給 油 所�

和 田 給 油 所 �

戸 島 給 油 所�

食 材 セ ンタ ー� 休　業�

7：00�
�

15：00

12月30日�
（火）�

日時�
事業所�

休�
�
業�

平�
常�
通�
り�
営�
業�

平�
常�
通�
り�
営�
業�

12月31日�
（水）�

9：00�
�

15：00

休�
�
業�

1月1日�
（木）�

1月2日�
（金）�

1月3日�
（土）�

8：00�
�

17：00

�
9：30�
�

17：00

吉例初売り�

1月4日�
（日）�

1月5日�
（月）�

Ａコープゆうわ�

Ａコープ大正寺�

（株）JA新あきたライフサービス�
の店舗は、下記のとおり休業さ�
せていただきます。�
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